
技術の概要

建築・土木
・社会基盤

＜キーワード＞ 遮音設計，数値解析，固体音，床衝撃音，振動音響連成

建築固体伝搬音の予測

本技術の特徴・従来技術との比較
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・建築躯体の構成変更などに伴う固体伝搬音（例えば床衝撃音や鉄道騒音）の変化を

予測し、その結果に基づいた最適な建築仕様を検討することができる

・時間領域有限差分法という数値解析手法を用いる

・振動速度や音圧の過渡応答が直接的に得られるため、直感的な評価が容易となる

・衝撃音の実効ピーク値を比較的高速に計算できる

固体振動と音圧の変化を連成して

解析を行う。ある程度複雑な構成でも

対応が可能であるが、曲面などを含

む場合には誤差が大きくなる。振動速

度と音圧の過渡応答が直接的に計算

されるため、図に示すように振動と音

圧変化を可視化することが容易となる

（例は床衝撃音の予測結果）。また、

放射音の予測結果を耳で聴いて評価

することが可能である。

図中矢印位置を加振した場合の建築
躯体の振動と放射音の可視化結果
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